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六
月
十
入
日
　
鎌
形
の
月
が
ほ
の
か
に
匂
ひ
、
電

が
暗
々
、
森
や
、
芝
生
た
青
白
．
い
光
彩
の
中
に
描
き

出
す
。
研
ほ
、
ヤ
，
ー
キ
ー
ス
護
摩
璽
の
一
室
で
、
此

思
ひ
出
の
記
々
幽
し
て
み
る
。

　
　
　
　
　
　
×
　
　
×
　
　
×

　
去
年
の
九
月
、
渡
来
の
途
申
、
南
天
の
十
字
星
炬

ハ
フ
イ
附
近
で
見
ろ
こ
ミ
か
樂
し
み
に
し
て
る
六
の

に
到
頭
そ
の
望
が
曇
の
カ
め
に
煙
ぜ
ら
れ
す
、
ロ
ス
．

ア
ン
ゼ
ル
ス
へ
行
つ
力
時
に
ば
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
山
の

天
丈
肇
た
一
目
で
も
訪
ひ
六
い
ビ
思
ひ
乍
ら
、
パ
サ

デ
ナ
か
ら
由
頂
載
睨
ん
だ
切
り
、
幽
間
の
都
合
で
そ

れ
も
叶
に
す
…
…
ユ
タ
州
の
沁
漠
為
走
る
汽
車
の
窓

か
ら
、
乾
き
三
つ
六
空
氣
た
徹
し
て
、
荒
漠
な
沙
漠

に
キ
・
ら
め
く
強
い
暴
噛
の
光
彩
に
、
．
バ
ビ
ロ
ニ
ヤ
あ
六

り
の
星
の
學
問
の
生
誕
の
昔
々
漸
く
偲
ん
だ
。
そ
れ

か
ら
約
牛
年
以
上
1
一
天
丈
蜜
た
訪
ふ
柵
會
が
な
か

つ
糞
。

　
シ
カ
ゴ
へ
善
胴
い
カ
の
に
、
六
月
九
日
の
土
哩
、
山

本
一
清
氏
夫
妻
亡
面
比
し
れ
の
ば
、
翌
日
曜
の
夕
O

シ
カ
ゴ
の
証
會
殖
民
事
業
の
覗
察
の
方
面
匿
自
分
の

橡
開
田
、
天
衝
の
方
面
に
鳶
山
本
氏
の
案
内
亡
云
ふ
課

で
、
十
日
か
ら
十
四
日
ま
で
た
、
ざ
に
魚
、
随
分
に

有
盆
に
費
し
☆
Q

　
十
一
日
　
ゲ
ー
可
－
汗
止
親
察
斗
十
二
日
、
シ
カ

ゴ
慈
霊
阜
工
業
一
望
血
臨
幸
諸
畢
ハ
ン
タ
ー
氏
、
心
訴
易
々
訟
丹
協

會
、
國
際
日
曝
面
通
協
會
、
ジ
ヤ
ド
ソ
ン
プ
レ
ス
、

ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
プ
レ
ス
、
ム
ー
デ
ー
墨
院
、

ハ
ル
ハ
ウ
ス
見
學
。
…
…
夜
に
、
ン
バ
ソ
シ
ユ
街
の

り

吉
　
田
　
源
　
治
　
郎

マ
ク
ヴ
イ
ツ
カ
i
館
で
、
ジ
ー
。
セ
ル
ヴ
ィ
ス
氏
監

督
撮
影
の
ア
イ
ン
ス
タ
イ
ン
相
思
原
理
の
ム
ー
ヴ
ィ

ー
見
物
。
ド
イ
ツ
か
ら
輸
入
さ
れ
て
日
本
で
公
開
さ

れ
六
ブ
イ
ツ
ム
ば
こ
ん
な
で
あ
っ
糞
か
知
ら
ぬ
が
、

こ
れ
は
、
非
常
に
巧
み
に
建
仁
て
る
索
。
　
第
一
に
、

手
工
業
か
ら
器
械
工
業
へ
の
大
な
ろ
劃
暗
加
期
的
攣

蓬
た
難
し
次
に
、
凡
て
ー
ー
方
向
も
、
速
力
も
、
大

き
さ
も
、
・
一
切
の
物
理
的
要
素
が
、
皆
、
相
封
的
で

あ
ろ
こ
ビ
だ
、
舟
乗
や
、
弾
丸
亡
光
の
速
度
や
で
手

際
よ
く
害
し
出
す
O
太
陽
の
附
近
で
星
の
光
の
屈
折

す
ろ
こ
書
や
、
光
線
確
度
が
、
紹
謝
速
度
で
あ
ろ
こ

ミ
の
説
き
明
し
や
、
太
陽
為
中
心
に
、
各
遊
星
が
、

各
々
．
異
つ
六
速
度
で
回
面
す
ろ
所
や
、
も
し
光
線
以

上
の
速
力
で
地
球
か
ら
飛
び
出
す
定
し
六
ら
、
今
迄

過
去
ビ
思
っ
て
ゐ
穴
時
間
が
、
將
來
露
な
ろ
所
な
ご

為
、
一
々
、
實
例
で
措
く
。
結
論
の
字
幕
に
云
ふ

ー
ー
ダ
レ
ウ
イ
ン
の
涯
化
論
が
世
界
の
思
想
た
一
攣

し
六
や
う
に
、
ア
イ
ン
ス
タ
イ
ン
の
此
理
論
に
、
登

く
違
つ
ぬ
寒
明
の
出
獲
で
あ
る
Q
　
そ
し
て
最
後
に
、

ア
イ
ン
ス
タ
イ
ン
の
肯
像
で
終
ろ
。
ー
ー

　
天
文
同
好
會
の
支
部
へ
持
ち
廻
っ
て
撮
し
穴
ら
こ

ん
な
に
よ
か
ら
う
か
ミ
私
に
思
ふ
の
で
あ
っ
糞
〇

　
十
三
日
（
水
）
晴
、
約
束
に
よ
リ
シ
カ
ゴ
救
世
軍
本

部
，
に
行
音
、
7
で
・
、
ソ
シ
ヨ
ナ
ー
の
ピ
ア
ー
下
氏
の

好
出
忌
に
、
よ
り
白
日
動
車
を
備
．
へ
ら
れ
て
凡
士
官
．
附
…
添
、

そ
の
肚
盒
子
施
設
な
一
巡
・
o
大
方
、
大
シ
．
カ
ゴ
の
隅

か
ら
隅
ま
で
な
、
回
卜
し
れ
わ
け
に
な
る
Q
『
螢
働

者
宮
殿
』
定
名
付
け
ろ
安
宿
、
　
『
提
出
殖
民
蛭
川
見

〈
二
〇
．
）

所
』
失
職
者
に
直
な
授
け
る
『
産
業
館
』
職
業
婦
人
の

れ
め
の
寄
宿
舎
の
『
青
年
婦
人
館
』
最
後
に
士
官
學
校

ー
ー
自
分
穴
ち
ば
、
託
日
シ
カ
ゴ
の
こ
ん
廃
々
桓
間

見
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
午
後
一
1

　
い
よ
く
天
丈
船
見
學
に
う
つ
つ
六
〇
シ
カ
ゴ
の

北
の
郊
外
の
町
、
ミ
シ
ガ
ン
湖
に
澹
ふ
力
北
西
大
學

の
即
興
盛
に
璽
長
フ
鉢
ツ
グ
ス
氏
為
訪
ふ
、
直
ち

に
、
そ
の
湾
入
心
血
蓮
鏡
の
据
え
ら
れ
六
室
内
に
導

び
か
れ
六
、
此
望
遠
鏡
こ
そ
、
か
の
ナ
ッ
バ
ン
・
ク

ラ
ー
ク
氏
が
売
シ
リ
ウ
ス
の
伜
星
た
獲
見
し
六
歴
史

附
の
望
遽
鏡
で
あ
ろ
。

　
蔓
員
ビ
し
て
ば
、
壷
長
の
外
、
博
士
論
断
の
た
め

に
研
究
中
の
某
氏
ビ
ニ
人
で
、
凡
て
の
仕
事
に
當
っ

て
ゐ
ら
れ
う
さ
う
で
あ
危
。

　
第
「
に
、
フ
ナ
ツ
ク
ス
氏
新
工
夫
の
太
陽
面
の
雨

側
か
ら
濁
る
光
線
な
比
較
す
る
こ
ビ
の
諒
闇
る
や
う

に
構
造
さ
れ
六
太
陽
雰
薄
雪
測
定
器
の
使
用
法
潜
見

ぜ
て
も
ら
ふ
。
フ
オ
ソ
ク
ス
氏
亡
山
本
氏
亡
が
、
太

陽
の
位
置
な
共
同
で
測
定
さ
れ
六
。
璽
長
に
、
こ
れ

な
二
氏
の
名
で
記
鐡
す
る
、
太
陽
の
ス
ペ
ク
ト
ル
た

見
ろ
。
そ
れ
に
度
盛
た
附
け
糞
の
な
見
ろ
。
ス
ペ
グ

ト
レ
で
ほ
断
線
や
黒
線
を
見
穴
。
二
天
謹
承
に
、
元

來
、
シ
カ
ゴ
、
ア
ス
ト
ロ
ノ
ミ
カ
ル
、
ソ
サ
イ
テ
イ

の
人
々
l
I
日
本
の
同
好
會
に
必
適
す
る
一
1
の
所

有
で
あ
っ
六
の
奄
、
そ
の
會
の
好
意
で
此
大
學
へ
寄

附
す
ろ
こ
ε
に
な
つ
大
の
で
あ
ろ
Q
謂
ば
穿
、
同
好
．

會
員
の
建
設
し
六
天
丈
壷
で
あ
ろ
Q
日
本
に
も
そ
の

日
が
來
れ
か
し
。
天
文
の
三
生
は
、
五
十
人
か
ら
あ

ろ
ご
の
こ
ご
で
あ
っ
カ
Q
　
来
國
の
學
校
の
氣
風
で

は
、
天
六
學
ば
、
ご
く
薯
通
の
教
養
の
一
部
亡
見
倣

さ
れ
て
る
る
ら
し
い
。
從
っ
て
、
此
方
面
の
趣
味
の

誓
及
に
、
目
醒
し
い
も
．
の
で
あ
ろ
。
　
瀞
ナ
イ
、
ス
カ
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ウ
ソ
、
ガ
ー
餅
、
ス
カ
ウ
ツ
で
も
、
十
二
の
星
座
な
見

分
け
る
こ
ミ
が
、
そ
の
メ
リ
ン
ト
の
一
つ
蜜
な
っ
て
．

み
ろ
程
だ
。
話
が
少
し
外
れ
カ
Q

　
三
人
匡
、
圖
書
館
へ
導
か
れ
ろ
。
學
生
の
試
…
瞼
論

丈
が
面
長
の
卓
上
に
積
ん
で
あ
ろ
Q

　
ビ
．
ア
ノ
が
目
に
つ
く
。
山
本
氏
が
執
れ
ろ
Q

　
『
天
丈
肇
ビ
ピ
ア
ノ
ー
ー
ご
う
云
ふ
關
係
が
あ
ろ

の
で
す
か
？
』

　
『
い
や
、
娯
樂
の
れ
め
で
す
よ
。
　
あ
な
穴
ば
お
弾

き
に
な
り
ま
す
か
？
　
よ
く
彊
く
の
で
す
』
ご
蜜
長
Q

山
本
氏
ほ
．
日
本
の
學
校
の
こ
定
な
ご
思
ひ
較
べ
て

感
に
耽
っ
て
み
ろ
模
様
。

　
『
い
っ
が
開
放
日
で
す
か
？
蜜
山
本
氏
。

　
『
木
曜
の
夜
で
す
。
　
そ
れ
や
大
憂
な
も
の
で
で
。

人
々
が
ス
ン
ー
ム
し
て
來
ま
す
よ
ご
墓
長
O
『
學
』
亡

『
世
間
』
ε
の
下
溝
定
云
ふ
黙
に
於
い
て
多
く
の
暗
示

為
受
け
ろ
。

　
十
八
吋
の
な
か
っ
た
頃
、
用
ゐ
ら
れ
六
子
午
線
観

測
の
器
物
の
据
・
凡
て
あ
ろ
幡
屋
へ
行
く
O

　
前
者
が
、
日
切
電
氣
仕
掛
で
輕
々
ミ
、
圓
窓
か
ら
、

凡
て
が
意
の
如
ぐ
回
満
す
る
に
比
し
て
、
之
れ
ほ
叉

何
ピ
云
ふ
原
始
的
な
設
備
で
あ
ら
う
。
天
声
皇
の
回

廊
に
立
つ
、
ミ
．
シ
ガ
ン
々
東
に
控
え
て
眺
望
が
い
㌔
o

　
あ
の
木
に
、
見
晴
し
に
枢
魔
に
な
ろ
の
で
切
っ
て

し
ま
ひ
ま
し
六
』
ビ
壷
長
が
指
さ
す
O
　
木
が
長
く
延

び
過
ぎ
て
、
観
測
の
妨
潜
す
ろ
の
で
あ
る
。

　
・
憂
長
の
家
庭
へ
行
く
○
入
ロ
で
み
そ
の
令
嬢
：
ー

グ
ソ
ー
ド
の
五
年
号
位
な
の
が
友
人
の
女
の
子
ε

『
ジ
ヤ
ツ
ク
・
ス
ト
ー
ン
』
定
云
ふ
ハ
ジ
キ
の
よ
う
な

遊
び
た
六
、
斗
」
の
上
へ
座
り
込
ん
で
や
っ
て
み
ろ
Q

『
私
も
少
さ
い
時
や
つ
カ
こ
書
が
．
あ
る
。
き
つ
ご
娘

よ
り
上
手
で
せ
う
定
云
っ
て
、
糞
㌦
き
の
上
．
へ
藁
長

」
ほ
陥
月
膝
当
つ
毒
＼
ツ
ヤ
ツ
〃
・
ス
ト
ー
ン
潜
や
つ
て

見
ぜ
る
Q
何
心
云
ふ
無
邦
氣
な
心
！
　
調
川
へ
犬
が
走

っ
て
く
ろ
Q

　
『
ア
バ
カ
ス
1
ア
バ
カ
ス
！
ぜ
』
豪
長
ば
呼
ぶ
。

　
山
本
氏
『
ア
バ
カ
ス
ピ
は
面
白
い
名
で
す
ね
、
ソ

ロ
バ
ン
ー
天
丈
皇
に
ふ
さ
匡
し
い
名
で
マ
ね
。
曲
間

マ
ヂ
ソ
ン
の
天
文
蔓
へ
行
き
ま
し
六
ら
、
あ
そ
こ
の

ス
テ
ビ
ン
ス
教
授
の
犬
の
名
に
、
タ
イ
コ
ぜ
云
ふ
の

で
．
し
カ
Q
』

　
『
タ
イ
コ
で
す
つ
て
？
若
し
、
そ
の
犬
が
、
デ
ー

ン
種
ー
ー
デ
ン
マ
ル
ク
種
だ
つ
穴
ら
、
丁
度
澗
當
な

名
で
す
れ
』
ぜ
蔓
長
の
ツ
ヨ
ー
ク
。

　
融
し
て
ジ
ム
為
案
内
し
て
も
ら
ひ
、
そ
の
前
で
、

塵
長
に
山
本
氏
夫
嚢
、
そ
れ
に
私
の
四
人
の
姿
為
、

豪
長
の
小
令
嬢
に
撮
っ
て
も
ら
う
。

　
更
に
、
蔓
長
に
案
内
さ
扮
て
、
ず
ぐ
近
く
の
北
西

大
豊
宗
教
敏
育
部
に
行
く
。
そ
こ
で
に
、
有
名
な
宗

教
々
育
病
者
ベ
ソ
ッ
氏
に
衝
會
で
ろ
。

　
そ
こ
な
出
六
の
が
午
後
四
雨
装
。
今
口
ほ
天
文
蔓

で
、
太
陽
の
ス
ペ
ク
ト
ル
た
覗
い
て
み
て
．
時
間
が
取

り
、
．
書
家
か
夕
食
ぜ
な
り
、
エ
ヅ
ン
ス
ト
ン
の
町
か

カ
フ
テ
リ
ャ
た
探
し
て
歩
く
Q
太
陽
の
光
線
た
吸
ふ

て
生
き
る
ぜ
漬
ふ
蜘
．
蛛
の
身
分
が
、
つ
く
づ
く
嚢
し

い
O
　
漸
く
、
兜
工
瞳
購
七
山
允
六
し
て
、
、
シ
・
刀
ゴ
へ
戻
4
つ
O

夜
ば
シ
カ
ゴ
大
鯛
に
友
人
訪
問
〇

　
十
四
日
（
木
）
晴
、
肥
前
、
北
西
古
道
で
エ
ル
ヂ
ン

へ
山
…
［
獲
ら
由
［
本
氏
ば
、
ヤ
ー
キ
ー
ス
瓢
八
丈
謝
量
の
バ
ン

ビ
ー
氏
に
描
い
て
も
ら
つ
流
地
圖
か
開
き
ー
エ
ル

ヂ
ン
時
計
工
揚
所
属
の
小
天
運
豪
ぜ
辿
り
つ
く
。

　
壷
長
ば
『
瀞
ビ
ユ
ラ
ー
・
ア
ス
ト
ロ
ノ
ミ
イ
』
の
創

刊
者
、
七
十
歳
に
近
い
、
有
名
な
W
．
W
．
ペ
イ
ン

氏
で
あ
．
ろ
。

　
ユ
ー
モ
ア
に
富
ん
だ
氣
さ
く
な
老
人
ペ
イ
ン
罠

ば
、
．
山
本
氏
が
差
出
す
二
通
の
紹
介
朕
に
に
目
も
く

れ
す
、
早
蓮
、
設
備
や
、
仕
事
の
読
明
に
虐
り
か
》

ら
れ
る
。

　
此
庇
で
の
見
聞
な
そ
の
ま
㌧
描
虚
し
や
う
。

山
本
氏
『
私
ば
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
・
ア
ス
㍗
ロ
ノ
ミ
イ
の

愛
贋
者
で
す
。
そ
れ
で
御
令
名
ほ
前
か
ら
、
よ
く
存

じ
て
ゐ
ま
し
六
』

ペ
イ
ン
戎
『
あ
の
五
五
ば
只
今
ば
、
私
の
息
子
の
ラ

イ
ル
ソ
ン
が
編
輯
し
て
ゐ
ま
す
。
私
も
七
＋
た
越
．
乳

れ
の
で
、
追
々
、
此
．
庭
の
仕
事
も
助
手
に
譲
ろ
つ
も

り
で
す
。
え
～
、
之
れ
が
私
の
考
案
に
な
っ
た
器
械

の
一
つ
で
す
。
一
度
に
、
晴
雨
、
氣
塵
、
風
の
方
向
、

乾
灘
の
四
つ
た
自
動
的
に
記
録
で
ろ
器
械
で
す
。
ご

勢
な
さ
い
、
今
ほ
日
光
が
照
っ
て
ゐ
ま
す
か
ら
、
、
．

ん
な
風
に
光
線
の
形
に
覧
た
描
い
て
、
此
針
が
動
い

て
ゐ
ま
ぜ
う
。
然
し
、
曇
っ
六
ー
ー
夜
間
に
ぱ
、
此
針

ば
、
六
穿
、
一
直
線
の
み
た
描
き
ま
す
Q
疑
れ
ば
数

口
前
の
雨
の
日
の
線
で
す
。
眞
直
ぐ
で
ぜ
う
。
そ
れ

ε
云
ふ
の
も
、
夜
間
や
、
雨
天
に
に
太
陽
が
照
ら
ぬ

か
ら
で
す
、
ハ
ハ
ハ
ハ
。
』

　
『
こ
れ
で
す
か
、
坐
れ
は
、
風
の
方
向
た
記
録
す
ろ

針
で
ず
。
屋
上
の
風
見
車
の
動
蚤
た
此
庭
に
．
記
し
ま

す
Q
そ
れ
、
今
ば
少
し
西
た
指
し
て
ゐ
ま
ぜ
う
。
…
』

私
『
こ
う
し
て
雨
降
り
が
分
る
の
で
ず
。
』

ペ
イ
ン
氏
『
屋
根
の
．
上
に
二
つ
の
バ
ケ
ソ
が
あ
っ
て
、

そ
れ
に
水
が
張
っ
て
あ
ろ
の
で
す
Q
雨
が
降
ろ
芝
水

が
、
そ
の
バ
ケ
ツ
に
盗
れ
ま
厄
う
Q
す
る
定
期
針
に

感
じ
ま
す
。
』

私
『
あ
の
電
氣
の
明
滅
に
何
為
指
示
し
て
み
る
の
で

す
か
？
』

ペ
イ
ン
長
『
あ
の
電
燈
で
す
か
、
私
の
机
の
傍
の
？

（
二
一
）
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あ
れ
に
地
下
室
に
設
け
て
あ
る
星
時
計
の
室
内
の
温

度
の
三
三
為
自
動
的
に
示
す
の
で
す
。
す
ぐ
御
案
内

し
‡
偽
ぜ
・
り
』
コ
一
人
哺
μ
、
地
下
室
一
へ
導
び
か
れ
る
。

　
が
ラ
ス
戸
の
向
ふ
側
に
、
三
n
、
の
星
時
計
が
見
え

ろ
。
そ
の
室
内
に
、
温
度
、
氣
厘
、
二
度
が
紹
え
す

一
定
に
保
っ
て
あ
る
。
見
て
み
る
二
目
秒
間
毎
に
、

時
計
室
内
で
電
燈
が
明
滅
し
て
み
ろ
。

　
『
あ
れ
ば
、
少
し
で
も
室
内
の
温
度
が
一
定
の
も

の
か
ら
低
下
す
ろ
ビ
そ
れ
た
、
補
ふ
染
め
に
電
燈
が

つ
く
の
で
す
Q
そ
し
て
元
の
温
度
に
上
れ
ば
、
白
動

的
に
副
え
ろ
。
私
の
部
屋
の
卓
測
の
電
燈
ほ
、
之
た

傳
え
て
み
る
わ
け
で
ず
。

　
そ
れ
二
つ
目
の
時
詩
の
下
に
氣
塵
計
が
見
え
て
ゐ

ま
ぜ
う
。
あ
の
中
に
入
れ
て
あ
ろ
水
銀
ば
、
私
が
四

日
が
か
り
で
精
製
し
六
も
の
で
す
、
苦
し
、
水
だ
っ

た
ら
長
い
一
躍
が
要
る
わ
け
で
す
ね
Q
』

　
『
此
疇
計
の
刻
み
ば
、
私
の
部
屋
の
器
械
か
正
確

に
翻
鋒
し
て
ゐ
ま
ず
O
』

　
暗
計
室
を
上
．
つ
穴
庭
の
窓
の
側
に
、
工
量
の
電
信

器
見
た
や
う
な
器
械
が
据
え
て
あ
ろ
Q
ペ
イ
ン
氏
が

ス
ウ
イ
ソ
チ
た
ひ
ね
ろ
ビ
カ
チ
く
ご
ペ
ン
先
が
動

く
Q
紙
の
上
に
一
秒
々
護
憲
記
し
て
行
く
。
此
器
械

の
針
に
、
別
室
の
望
遽
鏡
の
笥
に
取
り
つ
け
た
ス
ウ

イ
ソ
チ
定
蓮
則
し
て
み
ろ
の
で
す
。
叢
で
、
島
時
の

刻
み
々
見
て
み
て
下
さ
い
。
私
が
今
、
別
室
で
ス
ウ

イ
ソ
チ
為
押
し
ま
す
か
ら
。
』

　
ペ
イ
ン
氏
に
別
室
に
姿
為
出
す
。
や
が
て
、
カ
チ

ツ
ぜ
音
が
し
て
、
時
の
線
上
に
一
つ
の
記
號
が
つ
く
Q

　
『
ご
ら
ん
な
さ
い
。
　
こ
れ
に
、
嶽
が
、
子
午
線
上

の
星
為
観
測
し
て
み
ろ
際
、
あ
ろ
「
つ
の
星
が
正
確

に
南
申
．
し
た
暗
に
、
ス
ウ
ィ
ッ
チ
な
握
る
の
で
す
Q

で
・
ゐ
、
し
、
圃
此
や
・
り
に
「
．
記
號
．
か
此
麗
へ
つ
く
の
で
で
O

即
ち
、
何
分
何
等
に
、
何
虐
云
ふ
星
が
南
中
し
カ
か

穿
、
斯
檬
に
記
録
ぜ
ら
れ
ろ
仕
掛
に
な
っ
て
み
ろ
わ

け
で
す
。
』

　
次
に
、
八
吋
の
望
遠
鏡
室
へ
ば
い
ろ
。
既
麗
で

に
、
象
ず
、
星
の
南
中
の
観
測
の
み
な
し
て
み
る
O

元
來
が
、
暗
計
革
製
の
附
屡
天
文
盗
で
あ
っ
て
、
時

間
か
、
精
確
に
計
算
す
ろ
．
の
が
其
第
一
の
仕
事
ビ
な
っ

て
み
る
か
ら
．
で
あ
ろ
。

　
『
星
准
見
ぜ
て
あ
げ
ま
ぜ
ラ
。
』
．

　
ペ
イ
ン
氏
が
、
ド
ナ
ム
か
開
い
て
、
望
遠
鏡
の
筒

先
准
や
、
水
牛
に
動
か
す
。

　
『
・
－
れ
■
は
、
反
酎
射
望
一
遍
鏡
で
す
O
　
袖
伺
先
の
ソ
ン
ズ

な
通
つ
力
光
ば
、
之
の
鏡
に
篇
リ
》
更
に
叉
、
此
の

鏡
し
反
射
し
ま
す
。
覗
い
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。
日
中

だ
け
れ
ご
、
星
が
見
え
ま
ぜ
う
。
』

　
山
本
夫
人
が
覗
く
Q

　
『
之
れ
感
、
永
ー
ム
・
メ
ー
ド
・
ス
タ
ー
…
　
私
り

手
製
の
星
な
の
で
才
Q
窓
の
云
ふ
の
家
の
中
に
少
さ

い
ラ
ン
プ
が
懸
け
て
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
火
が
、
一

度
、
墓
遠
鏡
の
ソ
ン
ズ
な
通
っ
て
こ
ち
ら
に
光
奄
投

げ
る
。
そ
れ
為
之
の
望
遠
鏡
が
受
け
る
Q
師
ち
、
有

限
距
離
に
あ
る
光
た
、
無
限
距
離
に
あ
る
も
の
の
や

う
に
見
ぜ
ろ
爲
に
、
こ
ん
な
工
夫
た
．
し
雲
の
で
ず
O

滲
、
…
観
に
來
ろ
人
に
、
星
の
獅
剛
測
の
概
念
た
誼
ハ
へ
る
糞

め
で
す
。
』

　
芝
生
為
隔
て
六
小
屋
か
ら
、
墓
蓮
鏡
ら
し
い
筒
が
、

こ
ち
ら
炬
向
い
て
突
吾
萬
さ
れ
て
る
る
。
そ
の
筒
先

に
、
八
吋
の
筒
先
が
向
い
て
み
ろ
。

　
一
通
り
、
堂
内
の
温
熱
為
見
て
、
も
一
度
、
器
械

室
に
戻
ろ
。

　
『
此
庭
で
に
、
、
願
え
す
時
間
を
測
定
し
て
ゐ
ま
す
Q

そ
し
て
、
善
計
會
勉
私
淑
の
ラ
ヂ
ナ
に
依
っ
て
、
世

（
ニ
ニ
）

界
の
至
右
所
に
、
記
聞
為
報
蒼
し
、
文
ば
、
報
皆
な

受
け
て
ゐ
ま
す
Q
』

　
ペ
イ
ン
氏
の
机
上
に
、
天
一
學
堂
岡
ご
肩
た
並
べ
て
、

ス
コ
オ
フ
イ
ル
ド
の
著
書
、
『
預
言
者
に
何
な
語
る

か
』
が
横
れ
に
つ
て
み
る
，
の
が
目
に
つ
く
Q

　
『
時
計
會
社
に
最
早
苫
覗
察
な
さ
い
ま
し
六
か
？

ま
だ
？
　
そ
れ
で
ば
御
案
内
い
た
し
ま
．
二
つ
。
ペ
イ

ン
茂
の
、
後
に
つ
い
て
、
三
四
玉
璽
離
れ
力
會
肚
へ
こ

行
く
。

　
世
界
一
の
曄
計
會
髄
！
　
工
場
　
巡
に
少
な
く
ピ

も
雫
口
ぽ
か
・
ろ
。
四
時
串
に
工
場
が
閉
さ
れ
る
定

云
ふ
の
に
今
匡
二
時
過
Q
そ
れ
で
大
急
行
で
一
巡
す

ろ
。
器
械
の
入
間
厘
迫
史
の
第
一
ペ
ー
ジ
に
正
に
此

庭
で
記
さ
ろ
べ
音
で
あ
る
Q
年
中
、
時
計
の
小
さ
い

針
に
丁
々
穿
っ
て
る
ろ
女
工
、
絶
版
に
メ
ン
キ
為
t

て
る
る
男
工
＝
：
：
・
：
私
ほ
、
此
町
の
ば
つ
れ
に
あ
る

D
．
C
。
〃
ツ
ク
會
杜
な
訪
問
す
る
要
件
が
あ
る
の
で

山
本
氏
及
夫
人
か
莚
に
残
し
て
、
私
ば
、
エ
ロ
ー
キ

ヤ
ツ
プ
た
飛
ば
～
｝
カ
〇
　
五
時
凶
附
に
ウ
ォ
ッ
チ
。
フ
フ

ク
ト
U
羅
｝
に
曲
洛
A
口
う
て
、
い
よ
く
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ

ン
の
ウ
ノ
・
リ
ァ
ム
ス
・
ベ
イ
へ
出
一
獲
す
る
。

　
ヤ
ー
キ
ー
ス
天
野
壷
に
つ
い
て
に
、
山
本
氏
が
度

々
天
界
誌
上
に
詳
報
し
で
、
ゐ
ら
れ
る
か
ら
、
私
ば
私

の
目
に
映
じ
☆
側
癒
齪
た
簡
述
す
る
に
止
め
ろ
。

　
私
ば
六
月
十
四
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で
セ
ネ
パ
湖

眸
の
キ
ャ
ン
プ
に
滞
在
し
索
。

　
丁
度
、
米
國
中
西
部
の
Y
M
C
A
の
カ
レ
ソ
ヂ
學

生
大
會
が
十
五
日
か
ら
十
日
間
開
か
れ
ろ
。
私
に
、

書
士
大
腸
に
列
し
、
夜
ぱ
、
天
降
蔓
に
登
っ
て
、
魏

測
の
見
脅
た
し
乳
O

　
ヤ
ー
キ
ー
ス
天
丈
童
ぼ
、
セ
ネ
バ
湖
の
形
勝
秘
足

下
に
控
え
て
、
百
侮
吠
の
丘
上
に
そ
、
り
立
っ
て
る



306

ろ
。
森
、
芝
生
、
丘
陵
、
湖
面
I
i
エ
ブ
ン
ス
ト
ン

天
蓋
皇
が
、
ミ
シ
ガ
ン
湖
炬
前
に
し
て
ゐ
う
に
比
し

て
、
雌
虚
に
、
よ
り
以
上
に
自
然
美
に
恵
ま
れ
て
み

ろ
。
シ
カ
ゴ
の
や
う
な
煙
ぜ
、
維
音
ビ
で
叢
々
定
し

て
玉
上
薄
明
の
近
代
都
市
か
ら
、
此
庭
へ
來
る
ビ
、

ま
6
で
世
界
が
蓮
ふ
。

　
数
目
［
簡
隅
の
滑
山
仕
中
に
「
、
私
に
、
三
剛
【
、
プ
ル
ウ
ス

爲
藁
儀
魚
期
の
五
吋
炬
覗
き
、
二
圖
、
十
二
吋
た
覗

毫
、
一
回
、
木
星
か
撮
影
す
ろ
便
宜
た
與
へ
ら
れ
、
六
〇

　
山
本
氏
に
、
書
ば
丘
な
湖
畔
に
下
っ
て
、
學
生
大

會
－
一
　
約
八
百
の
學
生
の
う
ち
日
本
人
十
五
六
名

一
1
の
日
本
人
蔀
の
集
會
に
マ
タ
イ
傳
為
講
じ
、
午

後
ぜ
夜
間
ほ
、
計
算
や
、
灘
測
に
忙
が
し
く
生
活
し

で、

薰
轤
黷
驕
B

　
夫
人
に
山
本
氏
奄
助
け
て
、
時
に
ば
、
爲
翼
為
撮

り
、
李
常
に
は
、
二
重
の
現
像
、
印
刷
た
憺
註
し
て

『
善
き
孚
分
』
亡
し
て
の
務
々
盤
し
て
ゐ
ら
れ
る
0

　
天
丈
塞
外
で
匡
、
天
空
撮
影
の
妨
げ
に
な
ら
ぬ
六

め
一
切
の
外
燈
か
避
け
て
み
ろ
の
で
夜
ば
眞
暗
で
あ

る
。
そ
れ
で
、
私
ば
・
フ
ラ
ッ
シ
ュ
ラ
イ
あ
た
一
ド

ル
志
し
て
、
村
の
雑
貨
屋
で
手
に
入
れ
る
。

　
二
丈
塵
の
欝
内
に
、
帯
く
目
も
に
る
か
に
青
々
定

芝
生
の
園
が
”
四
方
に
展
べ
ら
れ
て
る
る
Q

　
蔓
長
フ
ロ
ス
｝
教
授
に
紹
介
さ
れ
る
O

　
『
お
、
、
君
ば
ヨ
シ
ダ
オ
云
ふ
の
か
。
　
私
の
友
人

に
、
ウ
チ
ダ
ビ
云
ふ
の
が
あ
っ
占
バ
。
君
に
知
っ
て
ゐ

ま
す
か
？
イ
チ
ノ
へ
さ
ん
も
、
戴
に
二
年
ゐ
カ
こ
亡

が
あ
り
ま
す
。
イ
チ
ノ
へ
さ
ん
障
μ
色
々
著
書
が
あ
ろ

さ
う
だ
が
、
知
っ
て
ゐ
ら
れ
ま
マ
か
？
』

　
エ
・
、
二
つ
三
つ
讃
み
ま
し
六
ハ
随
分
澤
山
書
い

て
ゐ
ら
れ
ろ
や
う
で
す
』

　
蜜
長
に
、
山
本
氏
准
省
み
る
。

　
『
ミ
ス
タ
ー
・
ヤ
マ
モ
ト
、
君
が
日
本
へ
蹄
ら
れ
れ

ら
早
智
、
イ
チ
ノ
へ
氏
の
著
書
な
全
部
買
集
め
て
下

さ
い
Q
言
忌
、
東
洋
か
ら
餅
究
に
來
ら
れ
る
冠
者
の

鉱参

l
に
か
…
サ
ま
ぜ
う
か
ら
O
ヤ
ー
キ
ー
ス
の
圖
書
館

へ
是
非
借
…
へ
っ
山
り
ナ
戸
い
ビ
思
び
ま
す
』

　
フ
・
ス
ト
壷
長
に
、
失
明
者
で
あ
る
。
あ
ま
り
目

な
使
つ
六
の
が
原
因
で
あ
ろ
さ
う
で
あ
ろ
。
　
糞
ダ
、

明
暗
だ
け
が
、
か
ず
か
に
判
ぜ
ら
れ
う
さ
う
で
あ
る
。

そ
れ
で
も
、
毎
日
、
天
衆
量
に
出
張
し
て
、
色
々
、
指

圖
な
し
六
り
、
薪
著
秘
飛
ん
だ
り
（
書
記
に
讃
豪
ぜ

る
）
天
界
に
何
ら
か
の
新
嚢
見
や
、
注
意
す
べ
吾
、
事

が
起
る
亡
皇
芝
生
動
員
し
て
、
そ
れ
．
そ
れ
の
郡
署
た

割
り
與
へ
六
り
す
ろ
。
プ
リ
ン
ス
ト
ン
出
場
、
ヤ
ン

グ
教
授
の
弟
子
で
あ
ろ
Q

　
私
が
只
今
、
ニ
ユ
ウ
ゴ
ム
の
本
な
歯
し
て
み
る
旨

為
告
げ
る
オ
、

　
『
ヤ
ン
グ
に
㌧
も
い
、
箸
堂
日
が
”
あ
ろ
Q
　
／
3
ン
ツ
ロ
ダ

ク
シ
ヨ
ン
・
ソ
ウ
・
ア
ス
ト
ロ
ノ
ミ
イ
な
ご
、
所
々
訂

正
た
¶
嬰
津
ヲ
る
が
F
、
天
丈
砺
究
者
の
一
強
唄
す
べ
毒
、
本
で

あ
ら
う
ビ
思
ひ
ま
す
。
』
　
霊
長
の
記
憶
の
い
、
の
に

驚
か
さ
れ
糞
〇
一
度
、
私
の
名
た
耳
に
し
カ
だ
け
で
、

い
つ
逢
っ
て
も
、
私
の
聲
か
判
じ
て
す
ぐ
名
な
呼
ば

れ
る
。
人
の
靴
音
で
す
ぐ
そ
れ
が
誰
だ
か
判
ぜ
ら
れ
．

る
さ
う
で
あ
ろ
⑦

　
山
一
門
月
十
山
即
日
の
十
面
㎎
の
午
・
後
で
あ
る
Q
　
置
ハ
ロ
雌
μ
、

天
丈
・
蔓
の
公
開
目
。
玄
關
傍
に
、
赫
赫
ぜ
な
く
自
動

車
が
並
ぶ
。

　
四
十
吋
の
五
内
が
、
饗
島
人
で
一
ば
い
に
な
ろ
。

央
明
の
面
長
が
、
四
十
吋
大
望
遠
鏡
の
用
法
た
説
明

せ
ら
れ
る
。

　
一
人
の
技
師
が
、
ド
ナ
ム
の
屋
根
た
、
唄
い
☆
り

床
為
上
下
さ
ぜ
象
り
、
塞
蓮
鏡
か
動
か
し
旗
り
し
て

見
ぜ
ろ
。
塵
長
匡
、
回
廊
の
手
す
り
に
跨
り
乍
ら
、

素
人
の
誰
に
で
も
合
黙
の
行
く
や
う
に
親
切
に
天
燈

物
理
の
一
般
存
設
明
ぜ
ら
れ
ろ
。

　
参
観
者
に
、
二
三
画
入
り
攣
る
Q
Y
M
C
A
の
大

會
の
連
連
が
、
一
度
、
何
百
人
置
繰
り
禺
し
て
來
る
。

こ
こ
か
の
女
學
生
團
髄
が
來
ろ
〇

　
四
十
吋
が
す
む
亡
、
故
バ
ー
ナ
ー
ド
敏
授
の
撮
影

に
な
る
真
面
腐
屓
の
ガ
ラ
ス
板
た
内
側
か
ら
電
燈
で

照
し
穴
装
置
為
し
実
箱
の
威
1
そ
れ
ば
十
二
吋
ビ

ニ
十
四
吋
二
基
ご
為
連
ね
る
廊
下
に
置
か
れ
て
み
る

一
1
に
一
同
が
波
な
打
っ
て
集
ま
ろ
。

　
玄
關
を
匡
い
っ
た
す
ぐ
の
所
で
、
白
雨
の
カ
タ
ロ

グ
や
、
エ
ハ
ガ
キ
准
萱
ろ
。
天
丈
壷
の
外
形
、
四
十
吋
、

星
雲
、
月
、
彗
星
の
爲
員
、
五
枚
［
組
で
あ
ろ
。

　
土
曜
日
に
匡
、
こ
の
や
う
に
、
始
終
、
見
學
者
が

押
し
よ
ぜ
る
さ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
教
授
が
交
替
に

観
明
た
ぜ
ら
れ
ろ
。
藁
蕎
で
も
私
ば
、
『
學
』
亡
『
民

衆
』
の
接
近
を
見
た
の
で
あ
っ
ナ
℃

　
一
夜
、
ブ
ル
ー
ス
室
｝
の
五
吋
で
・
木
星
た
見
る
Q
十

七
口
同
の
ノ
夜
、
ム
ー
曲
門
憐
唄
で
、
あ
っ
唱
ム
O
例
の
ガ
ー
リ
レ
ナ
の

四
衛
星
の
一
つ
ば
右
に
、
三
つ
は
左
に
、
そ
し
て
木

星
面
上
に
、
二
つ
の
黒
箒
が
．
見
え
カ
。
土
星
准
見
ろ
。

”
ン
グ
に
、
悉
く
斜
に
見
え
糞
O

．
十
九
日
夜
、
木
星
の
篇
露
な
撮
ろ
。
山
本
氏
に
位

置
加
定
め
て
も
ら
っ
て
、
五
二
な
通
し
て
私
に
、
五

分
間
木
星
た
ウ
ナ
ジ
チ
し
な
が
ら
原
版
潜
曝
し
☆
。

ご
う
も
｝
寸
、
途
申
で
星
像
早
追
か
．
し
六
や
う
で
、

結
果
が
心
配
で
あ
る
〇

　
二
十
日
及
び
二
十
一
ロ
ロ
の
一
嗣
夜
、
十
二
吋
な
用
み

る
。
　
前
夜
に
、
（
ル
〃
レ
ス
の
球
験
星
団
、
琴
座
の
環

験
星
雲
潜
見
糞
。
繁
れ
て
爲
眞
で
は
昔
か
ら
馴
染
で

（
二
三
）
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あ
ろ
が
、
實
物
に
面
魅
す
ろ
の
が
今
日
が
始
め
て
で

あ
る
。
後
夜
ば
、
月
亡
、
大
態
座
の
ミ
ザ
ツ
為
見
ナ
℃

　
月
ぽ
七
日
号
の
形
で
あ
ろ
Q
タ
イ
コ
山
や
其
他
の

山
々
が
美
し
い
。
白
光
の
中
に
見
え
ろ
、
海
洋
面
も
、

亭
坦
な
亭
原
の
や
う
に
見
え
る
。

．
ミ
ザ
ル
の
お
供
の
ア
ル
コ
ル
に
ば
、
｝
吋
に
依
っ

て
、
前
か
ら
馴
染
ん
で
ゐ
う
が
、
ミ
ザ
ル
の
件
星
た

實
見
す
る
の
に
始
め
て
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
×
　
　
×
　
　
×

　
四
十
吋
拭
紹
え
す
空
さ
へ
晴
れ
て
居
れ
ば
、
活
動

し
て
み
ろ
。
宵
に
、
　
ロ
シ
ヤ
人
の
ス
ト
ル
ー
フ
エ

氏
、
そ
、
れ
か
ら
後
ほ
、
バ
ン
ビ
ー
ス
プ
ル
グ
氏
が
用

み
て
ゐ
ら
れ
る
や
う
で
あ
る
Q

　
ブ
ル
ー
ス
の
口
内
占
に
山
並
っ
て
教
授
バ
ー
ナ
7
ド
々

偲
ぶ
Q
晴
れ
敦
夜
に
に
、
何
時
間
ご
な
く
此
腱
仁
立

て
こ
も
っ
て
鼻
歌
た
唱
ひ
な
が
ら
宇
宙
の
組
立
た
研

究
し
、
天
の
河
た
爲
し
六
バ
ー
ナ
ー
ド
。

　
バ
ン
ビ
ー
氏
ほ
、
ベ
シ
ギ
ー
の
山
し
命
者
で
あ
る
O

二
十
日
の
夕
方
、
バ
ン
ビ
ー
氏
の
裏
庭
の
芝
生
で
、

日
本
人
十
五
人
あ
ま
り
が
集
り
、
バ
ン
ビ
ー
夫
妻
ぐ
」

そ
の
一
二
人
の
娘
さ
ん
。
り
一
｛
教
授
夫
妻
網
嚢
へ
て
日

本
日
た
開
く
。

　
御
馳
走
ほ
、
山
本
夫
人
並
び
に
、
腕
に
畳
え
の
あ

る
學
生
諸
君
が
一
汗
た
擁
し
て
料
理
さ
れ
れ
ス
シ
オ
ス

キ
ヤ
キ
で
あ
ろ
。
材
料
ば
わ
ざ
ー
シ
カ
ゴ
ρ
ら
取

寄
せ
糞
も
の
で
あ
ろ
。

　
フ
ラ
ン
ス
系
の
バ
ン
ビ
ー
夫
人
ば
、
よ
く
日
本
人

の
型
に
あ
る
顔
揺
し
て
み
ろ
美
し
い
方
i
一
そ
の
遊

の
木
の
枝
准
へ
し
折
つ
六
速
製
の
木
口
な
巧
み
に
使

用
し
乍
．
ら
ス
シ
潜
召
さ
れ
る
。
地
診
た
少
し
深
く
掘

り
さ
げ
て
、
バ
ン
ビ
ー
教
授
二
人
の
小
さ
い
A
¶
擁
恥
に
、

遊
戯
室
か
ら
石
の
寄
贈
な
受
け
、
俄
つ
く
り
の
か
ま

ご
存
つ
く
る
。
夕
日
匡
斜
に
射
す
。
　
り
1
教
授
ぽ
、

盛
に
ス
キ
ヤ
キ
奄
賞
玩
ぜ
ら
れ
ろ
。

　
そ
の
夕
べ
で
あ
る
。
御
自
分
の
考
案
に
な
つ
力
面

白
い
つ
く
．
り
の
屋
後
で
バ
ン
教
授
亡
問
答
為
す
る
。

　
『
先
生
ば
、
御
若
い
暗
か
ら
天
一
に
趣
味
た
お
持

ち
に
な
っ
て
ゐ
穴
の
で
す
か
？
」

　
え
＼
少
年
の
頃
か
ら
、
よ
く
空
か
仰
い
で
ゐ
六

も
の
で
し
六
〇
私
の
父
匡
美
術
家
で
し
ぬ
O
そ
れ
で

私
も
少
さ
い
頃
に
、
美
術
家
に
な
る
つ
も
り
で
、
父

に
指
導
さ
れ
て
其
方
な
學
ん
だ
の
で
し
カ
。
私
の
親

戚
に
に
、
彫
刻
家
ε
し
て
ベ
ル
ギ
ー
で
相
當
に
名
の

知
ら
れ
糞
人
も
あ
O
ま
す
。

　
私
の
少
年
時
代
の
空
想
ぼ
、
ベ
ル
ギ
ー
に
世
界
一

の
墓
紅
雲
か
備
え
つ
け
て
、
私
が
、
そ
れ
を
使
用
す

ろ
ミ
云
ふ
こ
亡
で
し
カ
。

　
式
楽
、
ヤ
ー
キ
ー
ス
へ
來
る
オ
云
ふ
考
な
ご
毛
頭

な
か
つ
六
の
で
し
た
が
、
蓮
命
で
す
。
不
思
議
な
蓮

命
で
す
Q
　
國
が
御
承
知
の
通
り
ド
イ
ソ
の
た
め
に
、

あ
あ
云
ふ
風
に
、
躁
酷
燗
さ
れ
、
私
の
均
寄
の
者
す
ら
、

無
残
に
も
故
な
く
ド
イ
ソ
軍
に
殺
さ
れ
六
の
だ
す
。

　
そ
ん
な
わ
け
で
、
私
ぱ
、
此
國
に
蘇
り
ま
し
距
。

そ
し
て
、
少
さ
い
追
願
鏡
，
で
も
使
用
さ
ゼ
て
も
ら
へ

ば
い
㌧
亡
思
っ
て
ゐ
六
庭
が
、
案
外
に
も
、
世
界
最

大
の
四
十
吋
な
使
用
す
ろ
こ
ビ
に
な
つ
糞
の
で
す
。
』

　
ヅ
ン
教
授
ば
、
彼
ル
仰
い
で
立
つ
二
人
の
若
い
日

本
人
再
生
た
、
な
つ
か
し
さ
う
な
優
し
い
目
で
み
つ

め
乍
ら
一

　
「
一
つ
の
こ
曾
㌧
に
，
急
が
す
に
、
い
つ
も
い
つ
も
心

た
注
い
で
み
る
こ
ビ
で
で
b
側
目
た
ふ
ら
す
に
ー
ー

ま
亡
も
に
。
す
る
亡
い
つ
か
志
が
遂
げ
ら
れ
る
も
の

で
す
。
一
つ
の
こ
オ
に
深
く
深
く
突
目
進
ん
で
行
蚤

な
さ
い
よ
。
』

（
ご
四
）

　
頬
鷺
に
蔽
に
れ
謡
い
か
に
も
、
お
父
さ
ん
ら
し
い

教
授
の
顔
が
輝
く
。

　
夕
喀
は
、
あ
糞
り
な
閉
ぢ
、
大
天
理
墓
の
屋
上
に
，

月
ぜ
木
星
ビ
が
青
伯
く
輝
き
出
し
穴
。

　
　
O
襯
測
鎖
報
告

　
入
月
戸
二
十
山
ハ
日
の
日
μ
蝕
　

京
都
大
學
天
丈
盗
「
ド
て

観
測
O
當
日
に
匡
午
後
よ
り
東
天
に
雲
あ
り
六
時
五

十
一
分
の
初
戯
に
雲
の
爲
め
に
全
ぐ
見
得
な
か
つ
六

が
漸
次
に
良
好
ビ
な
り
七
時
二
十
五
分
に
到
り
蝕
け

六
ろ
月
雲
間
に
出
現
し
以
後
復
圓
ま
で
快
晴
で
あ
っ

れ
。
約
二
十
名
の
寄
寓
大
小
の
望
事
鏡
に
て
凝
測
し

復
圓
時
に
ば
各
自
ク
ロ
ノ
メ
7
下
ッ
に
よ
り
時
間
な

求
め
ん
定
し
カ
が
不
幸
本
影
に
影
ピ
ま
ぎ
ら
匡
し
き

雲
母
の
b
環
け
夷
8
に
終
つ
雲
爲
に
正
確
な
る
時
間
ば

得
ら
れ
な
か
つ
距
。

　
月
出
現
後
十
吋
反
射
望
濃
艶
に
よ
道
連
綾
的
に
間

を
お
い
て
九
枚
の
爲
眞
為
得
力
。
其
の
一
部
ば
口

絡
に
立
っ
て
居
ろ
。
其
の
内
一
枚
ば
引
延
し
て
あ

ろ
。
爲
眞
に
於
て
巨
匠
上
の
地
球
影
の
蓮
動
及
躍
復

圓
後
も
多
少
影
の
如
き
も
の
た
催
し
て
居
る
の
に
注

意
ゼ
ら
れ
た
い
。

　
爲
眞
匡
十
二
の
直
接
落
鮎
に
於
て
得
た
爲
に
直
径

匡
原
板
上
で
十
ニ
ミ
”
に
過
ぎ
な
い
（
十
吋
の
焦
瓢

距
離
五
十
一
し
～
吋
）
o
　
　
口
裡
津
μ
…
明
る
渦
閏
ぎ
ろ
爲
に
ド
山
ハ
吋

孚
電
し
て
イ
ル
フ
ォ
ー
ド
赤
札
乾
板
に
手
に
て
行
ひ

得
ろ
最
短
の
○
⊥
乃
至
○
・
三
秒
の
露
出
か
與
え

カ
。　
津
田
氏
其
他
よ
り
報
告
が
あ
っ
実
が
後
に
ま
ご
め

て
報
昏
す
。

　
槻
測
認
録
か
有
で
諸
氏
ば
至
急
逡
付
さ
れ
六
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
N
K
記


